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Illumina Connected Analytics (ICA)

～バイオインフォマティクス業務の変革

科学的知見を促進する安全かつ柔軟な
バイオインフォマティクスプラットフォーム

ワークフローの構築・カスタム  

シーケンサーとのシームレスな統合

大規模で強力な運用能力
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CohortsBenchFlow Base

シーケンスランライブラリー調製 3次解析2次解析

BaseSpace

Sequence Hub
Emedgene

Illumina Connected Multiomics*

Connected Insights*

Correlation Engine

*日本インスタンスは未実装のため、USインスタンスでのご利用となります。
Illumina Connected Insights は、Application Programming Interface (API) コールを通じて、サードパーティのナレッジソースを利用した
ユーザー定義の３次解析をサポートします。

Connected Softwareによる解析サポート

Illumina 

Connected 

Analytics

Clarity LIMS

Automation Solutions
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シーケンサーと直接連携し、自動解析機能により解析を効率化

シーケンサーからの直接アップロード

ICAはBaseSpace Sequence Hubとの連携が可能
シーケンサーからのデータをセキュアに、効率的にICAに取り込み、
解析へ繋げられる

連携しない場合でも：データをアップロードして解析

ローカル/共有ストレージ、またはAmazon Web Service Simple Storage 

Service (AWS S3)等のクラウドストレージから必要なデータをICAに取り
込んで解析できる

6

プログラムによるデータ取り込み（Auto launch機能）

シーケンサーから生成されるランデータを安全かつ効率的にICAに
アップロードし、設定により解析の起動までを自動化できる

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. M-GL-02342
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簡単な導入・実装スケールアップ・高速化 費用対効果の向上

DRAGENパイプラインの並列実行に
よる解析スループットの最大化

DRAGENライセンスの別途購入を
必要としない価格設定

（ICAライセンス費用と計算・
ストレージ費用は別途必要）

DRAGEN をそのまま実行することも、

カスタムパイプラインに組み込んで利用
することも可能

イルミナシーケンスデータの高精度・包括的・高速な二次解析を
実現する統合ソフトウェアソリューション

ICA上のDRAGENパイプラインのメリット

7
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データ分析ワークフロー データの管理

CWL*やNextflow などのツール

で、ワークフローを簡単にイン
ポート・構築・編集可能

データをワークスペースにセキュ
アに整理、共有可能

JupyterLabノートブックを含む柔

軟なコンピューティング環境での
データ解釈

DRAGENバイオインフォマティ
クスパイプラインの活用

お客様のクラウド環境にデータを
保持したまま、ICAの利用が可能

スケーラブルなデータウェアハウ
スでサンプルデータと集団データ
を集計、クエリ、可視化

ICA上のDRAGENによる結果までの時間の短縮化

8
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Secure Data Management 

& Access Control

BaseFlow Bench 

構造化されたマルチオミクス
データセットの整理とクエリ

R Shinyアプリの実行、
スクリプト作成、Command-Line 

Interface (CLI)/API呼び出しの
ための共同編集ノートブック

Illumina Connected Analytics

モジュール式のICAコンポーネントでワークフローを柔軟に構築し展開可能

データを処理・集計・解析し、業務を拡大

DRAGENおよびカスタム
解析パイプラインの構築と

実行

9
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ICAの基本構造 2
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Userロールと権限 2- 1
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Workgroup
• Project権限を付与できるUserのグループ
• Userは複数のWorkgroupに所属することが可能

User
• システム内の個人で、Tenantにリンクされている
• 1つ、または複数のWorkgroupに所属することが可能

Tenant

• 別名：ドメイン
• 利用料の計算や請求はTenant単位で行われる
• Userは常にTenantに紐づく

ICAの枠組み

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 12
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Domain admin • Userができるすべての操作が可能

• Workgroupを作成可能

• Tenant内のUserが作成したすべてのリソースに対する読み取り／書き込み権限を持つ

• ドメインおよびWorkgroupのメンバーシップ管理が可能

User

Workgroup admin

• Projectの作成および管理が可能

• 他のUserが共有しているプロジェクトに招待されて参加することが可能

• Workgroupに追加され、そのWorkgroupを通じてprojectに参加することが可能

• Userができるすべての操作が可能

• Workgroupのメンバーシップ管理が可能

ICAのUser種類

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 13
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1. UserとWorkgroupの管理は、
[IAM Console]で行う

2. Tenantにログイン後、プロダクトダッシュ
ボードから [IAM Console]にアクセス

3. サイドメニューから、[Admin] を選択

[IAM Console]の全機能に
アクセス可能

[IAM Console]のうち、
[Workgroups]のタブのみ
アクセス可能

<yourDomain>.login.illumina.com 

Workgroup adminDomain admin

＜Work group名＞

Identity and Access Management (IAM) ConsoleでのUser管理

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 14
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Domain admin

IAM Consoleの全機能にアクセス可能

IAM Consoleでアクセスできるのは
[Workgroups]のタブのみ

管理できるのは Workgroup Admin に
任命されているWorkgroupのみ

Workgroup admin

IAM Consoleへのアクセス

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 15
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• ICA 上のほとんどのアセットは、 Project単位
で管理される

• Projectのアセットには以下が含まれる：

o data

o reference data

o samples

o Flow pipelines

o Base tables

o Base query templates

o Bench Docker images

• プロジェクトオーナーとAdminが、各Projectの
アセットにアクセス可能なUserを管理する

Projectにアクセスするには、
ICA にログイン <yourDomain>.login.illumina.com
プロダクトダッシュボードで[Illumina Connected Analytics] を選択 

＜Work group名＞

ICAのProject

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 17
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Main Menu

＜User名＞

ICAログイン後の初期画面：Projectsページ

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 18
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入力データと出力データの表示

サンプルを作成し、ファイルを紐づける

プロジェクト内アクティビティのステータスを確認

パイプラインの作成と実行

リファレンスデータセットの追加・削除

”Project”へのユーザーアクセス権を付与/解除

データ転送用のConnectorの設定・ダウンロード

解析結果の表示

＜User名＞

Projectsページのコンテンツ

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 19
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＜User名＞

共同作業者の追加

“Project”を共有できる相手：
• 同じ“Tenant”の“Workgroup”

• 同じ“Tenant”に所属する“User”

• 自身または別“tenant”の“User”（メールアドレスを使用）

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 20



© 2026 Illumina, Inc. All rights reserved.

Project、Flow、Base、
Bench 権限の設定

“User”にデータのアップ
ロード/ダウンロードを許可

John Doe john.doe@illumina.com

jsmith@ILMN.com Jsmith@ILMN.com

AMR Training

Administrator 権限を持つUserは、
プロジェクトメンバーを管理可能

User User@illumina.com

User2@illumina.comUser2

User2

User2@illumina.com

＜User名＞

共同作業者の権限設定

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 21
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Managing storage 2-3



© 2026 Illumina, Inc. All rights reserved.

• プロジェクトデータは Illumina Storage Engine（SE）に
保存される

• 各Projectごとに、Project名のボリュームが SE 上に
作成される

• BYOB (Bring your own bucket)：自身のバケットを使用

• データは、User管理のAmazon Web Services S3バ
ケットに保存される

• ICAのバケットアクセスは、Userが指定したパスに制限
可能

※ S3バケットはTenantと同じリージョンである必要がある

Illumina-managed storage Self-managed storage

ストレージ管理方法の選択

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 23
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3

AWSにて AWS S3バケット内に
フォルダーを作成

21

AWS S3バケットを作成

ICAにて

5 6

Storage Configuration

（ストレージ設定）を作成

7

4

AWS と ICA で実行するステップ

IAMポリシーを作成 IAMユーザーを作成

AWS IAMユーザー用
認証情報を作成

S3バケット用の
Project を作成

AWSのS3バケットをICAに接続する方法

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 24
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S3バケットを使用しているProjectには、AWSのロゴが表示される

＜User名＞

AWSのS3バケットをICAで使用する方法

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 25
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＜User名＞

Dataの確認

• データ（ファイルやフォルダ）は、必ず “Project” によって管理される

• データは、他のProjectにリンクし、共有することが可能

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 27
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• 手動で実施

• ウェブブラウザ：少量の小さいファイルに最適

• Command Line Interface (CLI)

• 自動で実施

• サービスコネクタ

• シーケンサーからの自動アップロードと自動解析

upload

ICAへのDataのアップロード

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 28
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Illumina-managed storage

• 長期保存したいファイルはこちらへ
移動

• アーカイブストレージ内のファイル
は解析に使用不可

ライブストレージ

アクティブ利用向け高コストストレージ

アーカイブストレージ

長期保管向け低コストストレージ

• アップロードしたファイルは自動的
にライブストレージへ追加される

• ライブストレージのファイルは解析
に利用可能

• ファイルを手動でアーカイブ、
アンアーカイブ、削除が可能

• ファイルごとに自動アーカイブ日・
自動削除日を設定することも可能

アーカイブ／アンアーカイブ処理に
は時間がかかる場合がある

データストレージとデータ保持

アーカイブ

アンアーカイブ

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 29
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DRAGEN 2次解析から
解析のスケールアップまで 3

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.



© 2026 Illumina, Inc. All rights reserved.

ICA上のDRAGENと
バンドル 3-1

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
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DRAGEN 2次解析：34Xのヒト全ゲノムを
約30分で完全解析

ライブラリー調製 シーケンシング ２次解析 解釈とレポート

BCL
コンバート

マッピング +
アライメント

バリアント
コール

FastQC

 メトリクス

DRAGEN
ORA圧縮 ：処理プロセス

ゲノムデータ解析におけるDRAGEN ２次解析

32For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.

BCL* BAM* VCF*

QC*ORA*

*Binary base call

*Original Read 

Archive

*Binary Alignment Map *Variant Call Format

*Quality Control
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DRAGENは高精度・包括的・高速な2次解析を提供

主要なパイプラインと機能一覧

• 生殖細胞系列解析 (Germline)

• ターゲットエンリッチメント解析 / 

エクソーム・パネル解析

• Copy Number Variation (CNV)

ベースライン構築

• リファレンスゲノム構築

• RNAシーケンス解析

• シングルセル RNA解析

• RNA 発現差解析（CPU*実行）

• 体細胞解析 (Somatic)

• メチル化解析

• ジョイントコーリング解析

• QC評価 (FASTQC + MultiQC)

• アンプリコン解析

• TruSight Oncology (TSO) 500

パネル解析

Accurate

一塩基変異 (SNPs)・構造多型 (SVs)・挿入欠失
(INDELs)・コピー数多型 (CNVs) 、リピート伸長を高感度・
高特異度で検出可能

Comprehensive

１つのプラットフォームで、全ゲノム、トランスクリプトーム、
パネル、シングルセル、メチレーションなど多様なデータ
タイプに対応

Efficient

26分*で、40xヒトゲノムのマッピング、アライメント、スモール
バリアントコールを実現
最も一般的なオープンソースであるBurrows-Wheeler 

Aligner-Genome Analysis Toolkit (BWA-GATK)と比べ、
より包括的な結果を16倍の処理速度で取得

ICA データ保管

*DRAGEN v4.4 run time on DRAGEN v4 server using HG002 Illumina 

sequencing data from PrecisionFDA Truth Challenge V2 with 40X coverage.

ICA上のDRAGENパイプラインへのアクセス

33
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*CPU: Central Processing Unit
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バンドル：キュレーション済みのパイプラインやツールなどをまとめたデータ・解析環境のセット
ToolsおよびToolイメージを含めたアセットを他のユーザー・ワークグループ・テナントにリンクできる

プロジェクトで共有されるアセット バンドルで共有されるアセット

データ 〇 〇

リファレンスデータ 〇 〇

サンプル 〇 〇

ToolsおよびToolイメージ 〇

Flowパイプライン 〇 〇

Baseテーブル 〇 〇

Baseクエリテンプレート 〇 〇

Bench用Dockerイメージ 〇 〇

バンドルを用いたアセット共有

プロジェクトは、コラボレーションのためのコンテキストを
提供し、他ユーザーとアセットを共有した共同作業が可能
になる

Projects
バンドルは、アセットをまとめて収集し、他のユーザーの
プロジェクト上で利用できるよう共有するためのコンテキス
トを提供する。Tools およびToolイメージを他のプロジェク
トにリンクできる。

Bundles

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 34
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DRAGENバンドルを、ICAプロジェクトにリンクするだけで簡単に利用開始できる。
環境構築の手間をかけずに、スケールアップ可能な2次解析を

すぐに実行できる点が大きな利点。

• すべての標準ICAサブスクリプション
に付属

• DRAGENパイプライン、リファレンス、
デモデータを含む

DRAGEN

※ ICA version 2.42.0での表示

DRAGENバンドル
DRAGENバンドル：Illumina社から権限付与されたDRAGENのEntitledバンドル
DRAGENバンドル内のアセットにアクセスするには、LinkedバンドルとしてICAプロジェクトへリンクさせる

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 35
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DRAGEN 4.4 JP Linkedバンドルに含まれるDRAGENパイプライン

CNVベースライン構築

生殖細胞系列エンリッチメント解析

生殖細胞系列解析

家系ジョイントコーリング (End-to-End)

メチル化解析

RNA 解析

リファレンス構築

シングルセルRNA解析

体細胞解析

小規模ゲノム解析

家系ジョイントコーリング

ORA圧縮

マップアライメント

※ ICA version 2.42.0での表示

36For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
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[General]

▪ User Reference を設定する

[Input files]

▪ FASTQファイルを選択する
▪ リファレンスゲノムを選択する

[Settings]

▪ マップアラインを有効にする
▪ BAM形式出力を選択する
▪ Duplicate Marking を有効にする
▪ 生殖細胞系スモールバリアントコール
およびPersonalizationを有効にする

設定例

スクロールダウンし追加の設定
およびリソースを選択する

※ ICA version 2.42.0での表示

▪ CNVコールおよびCNVセルフノーマライ
ゼーションを有効にする

▪ 構造多型 (SV)コールを有効にする
▪ リピートジェノタイピングを有効にする
▪ Genomic Variant Call Format (GVCF)

生成を有効にする

37

DRAGEN生殖細胞系列解析 (Germline)のパイプライン設定
: DRAGEN_Germline_Whole_Genome_4-4-6 を用いた例

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
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[General]
▪ User Reference を設定する

[Input ]
▪ FASTQ ファイルを選択する
▪ リファレンスゲノムを選択する

スクロールダウンして追加の設定
およびリソースを選択する

[Settings]
▪ マップアライメントを有効にする

▪ 体細胞スモールバリアントコーラーを有効
にする

▪ CNV コーリングを有効にする
▪ 構造多型 (SV )コールを有効にする
▪ 相同組換え修復欠損 (HRD )スコアリング
を無効にする

▪ マイクロサテライト不安定性 (MSI) 検出を
無効にする

▪ 体細胞バリアントコール bアリル頻度
(VC BAF) を有効にする

38

DRAGEN体細胞解析 (Somatic)のパイプライン設定例
: DRAGEN_Somatic_4-4-6を用いた例

設定例

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.

※ ICA version 2.42.0での表示
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ICA上のDRAGEN

アウトプット及びログ表示 3-2

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
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DRAGEN解析のモニタリング
: Analysesページから解析実行ステータスを確認

ステータスの種類
• リクエスト済み Requested

• キュー待ち Queued

• 初期化中 Initializing

• 入力準備中 Preparing Inputs

• 実行中  In Progress

• 出力生成中 Generating Outputs

• 中断処理中 Aborting

• 中断・失敗 Aborted / Failed

• 成功  Succeeded

ユーザー名

更新ボタンのクリックで
最新のステータスを表示

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 40



© 2026 Illumina, Inc. All rights reserved.

DRAGEN解析の出力
: プロジェクトのDataページに解析出力フォルダが表示

解析ごとの出力フォルダを開くことで、
結果ファイルやログ、サマリーなどを

一括で確認できる

ユーザー名

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 41
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DRAGEN解析出力
: DRAGEN RNA解析出力ファイルの例

解析出力フォルダを開いて、解析出力ファイルを確認

ユーザー名

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 42
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解析実行ログファイル
:失敗したDRAGEN解析のログファイルの表示

解析をクリックして
詳細情報を表示

ユーザー名

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 43
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解析実行ログファイル
: Analysis run informationタブでの情報表示

Data ページ内のログファイルへのリンク

それぞれのタブには、この解析実行に関する情報が含まれる

解析ID (Analysis ID)

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 44
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ICAを用いた
解析のスケールアップ例 3-3

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.



© 2026 Illumina, Inc. All rights reserved.

単一サンプルの繰り返し解析ワークフローの導入

• マニュアル作業での解析と転送の繰り返し

• 検証済みバージョンの維持・運用

• 既存の計算機インフラによる容量・メモリの制限

• コラボレーターとの結果の共有

01

02

複数の解析ワークフローを並行して管理・実行

• 複数のパイプラインの維持管理

• 新しいパイプラインやバージョンの迅速な導入および自動化

• 限られた計算リソースでも、必要に応じた解析の拡張性

• 解析結果の下流の解析ツールとの連携

解析ワークフローの大規模運用における課題

46
For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
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ICAで実現できること

• DRAGENの実行だけでなく、カスタムパイプラインへの組み込みに
より、解析ワークフローを繰り返し実行可能

• CWLとNextflowを用いて目的に応じたワークフローを構築、編集、
実行可能

• クラウド上での解析自動化と実行状況の監視が可能

• パイプラインやワークフローのバージョン管理、検証、自動化により、
再現性を確保

• 解析規模に応じた迅速なスケールアップと、コラボレーターとのツー
ルや結果共有が可能

• 2次解析パイプラインと3次解析ツール（EmedgeneやIllumina 

Connected Insights）を統合し、包括的な解析ワークフローを構築
可能

単一サンプルの繰り返し解析ワークフローの導入

47
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ICAで実現できること

• パイプラインやワークフローのバージョンをカスタマイズし、検証済
みバージョンで管理する

• クラウド上での解析の自動化と実行状況の監視

• 安全なデータウェアハウスに結果を集約し、JupyterLab Notebooks

やPython、R言語によるインタラクティブな解析が可能

• 2次解析パイプラインと3次解析の解釈ツール（Emedgeneや
Illumina Connected Insights）を統合し、包括的な解析ワークフ
ローを構築可能

複数のワークフローの並列管理・実行

48
For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
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ICAの拡張性
－他ソフトウェアとの連携 4

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.



© 2026 Illumina, Inc. All rights reserved.

Basic Professional Enterprise

• シーケンサーとの統合
• データセキュリティ

ISO27001, EU一般データ保護規則 (GDPR)など

• シングルサインオン、多要素認証
• データのmanage, track

• 予め用意されたDRAGENでの解析

✓ ✓ ✓
• Pipelineの構築、編集
• データセットのクエリ、統合
• お客様で用意したクラウドストレージの使用
• JupyterLab notebooksの使用

✓ ✓
• Service Level Agreement

• HIPPA BAA 
(Health Insurance Portability and Accountability Act に
基づく Business Associate Agreement; USのみ）

✓

Illumina Connected Analytics ライセンスと使用可能な機能

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 50M-GL-02342
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ICA Benchのご紹介
－ JupyterLab 4-1

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
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• JupyterLab Notebooks：ウェブブラウザで動作する
統合開発環境

• PythonやRなどのコードを記述、実行、確認、修正が
すぐに可能

• Markdown形式によってドキュメント作成も可能

1. 

コード
実行

3. 

コード
再実行

JupyterLabでできること

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 52
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エンドユーザー向けにインタラクティブなアプリを開発

R言語のみでウェブアプリケーションを作成できるRパッケージである

R Shinyを使用したブラウザ上のアプリを開発可能

ICAのデータへのアクセスがより簡単に可能に

JupyterLab Notebooksとの統合

データサイエンス分野でよく使用されるプログラム言語のPython, Rを

使用可能な環境があるためデータ解析、パイプラインの構築が容易に可能

ICA BenchではJupyterLab NotebooksでPython, Rを使用可能

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 53
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Jupyter Notebooksとの統合

✓ インタラクティブ環境でのバイオインフォマティクス解析が
可能

データサイエンティストがICA Benchを使用する利点

✓ Python, Rのツールを構築

✓ ICA Baseから、ゲノムワイド関連解析 (GWAS)のデータ

などデータセットを取得

✓ 予測モデルをdocker imageとして保存

✓ パイプラインの終盤に予測モデルを追加

データベースの知識を活用する

ICA Benchではパイプラインの実行、データ探索等が可能

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 54
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1. ICAページ左側から
Workspacesをクリック

2. 初回はCreateをクリックし、自動

シャットダウンまでの時間やスト
レージサイズ等を設定し、起動

ICA Benchの使い方

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 55
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3. Python, Rなど実行したい
環境を選び起動

ICA Benchの使い方

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 56
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ICAの環境上で
• ICA上にあるデータの詳細を確認する
• サードパーティのライブラリーを使用する
• グラフによりデータを可視化する
ことが可能

Rに含まれているデータを動作確認のために使用する
ことも可能

57For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
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Illumina Connected 

Multiomicsのご紹介
－マルチオミクスデータの可視化ツール 4-2

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
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Partek Flow

• １０年以上にわたって解析機能を提供した実績
• 単独のソフトウェア
• イルミナ以外のライブラリー調製キットもサポート
• クラウドとローカルから選択

Illumina Connected Multiomics

として2025年12月にフルリリース

• イルミナの製品として完全に統合
• イルミナ以外のライブラリー調製キットもサポート
• イルミナのmultiomics製品に最適化された、すぐに
利用可能な洗練されたパイプラインとして提供

• セットアップ不要なクラウドとして提供

For Research Use Only.  Not for use in diagnostic procedures.

Partek  Flow  をConnected Multiomics に統合

M-GL-03550 59
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プロテオミクス、エピゲノミクス、ゲノミクス、 bulk RNA-seq、single cell RNA-seq, Spatial transcriptomicsなどの解析を

イルミナライブラリー調製キット、サードパーティーライブラリー調製キットの区別なく可能

Unlock deeper biological insights

Single-cell

Transcriptomics

• Illumina Single Cell 

3’ RNA Prep 

• 10x Cell Ranger

• Parse Biosciences

• Scanpy AnnData

• Data in count or sparse 

matrix formats

Proteomics

• Illumina Protein Prep

• SomaLogic 

Proteomics

Spatial

Transcriptomics 

• Illumina spatial

technology

• 10x Visium

• 10x Xenium

• NanoString CosMx

Bulk

Transcriptomics

• Illumina Stranded 

Total and mRNA 

Prep

• Illumina miRNA Prep

• Data in Salmon or 

count matrix formats

参照: Supported Data Types

Epigenomics

• Illumina 5-Base DNA 

Prep

• Illumina methylation 

array

• scATAC-Seq

Genomics

• VCF

Connected Multiomicsにより様々なマルチオミクス解析が可能に

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 60

*ATAC: Assay for Transposase-Accessible Chromatin

M-GL-03550

https://help.multiomics.illumina.com/icm/reference/supported-data-types
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Basic Professional

オミックス解析デフォルトパイプラインの使用 ✓ ✓
オミックス解析カスタムパイプラインの使用 ✓
イルミナのライブラリー調製キットによる解析 ✓ ✓
サードパーティーのライブラリー調製キットによる解析 ✓

マルチオミクス解析、パスウェイ解析、Correlation 

Engineの使用 ✓

Illumina Connected Multiomics ライセンスと使用可能な機能

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 61M-GL-03550



© 2026 Illumina, Inc. All rights reserved.

• QA/QCメトリクスの算出
• リードデータのアライメント
• 遺伝子アノテーション

• 遺伝子発現量の算出

Connected MultiomicsDRAGEN

2次解析

• QA/QC

• 遺伝子によるフィルタリング
• ノーマライゼーション
• 次元数削減による可視化
• クラスタリング
• 分類分け
• 生物学的な解釈など

Illumina Connected Analytics上でのDRAGENによる２次解析
：Connected Multiomicsによる３次解析サポート

3次解析

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 62

*QA: Quality Assurance
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Graphical User Interface (GUI)による解析のセットアップ、
パイプライン作成
：煩雑なコマンドライン操作不要

Basic, Professionalでは
Default pipelineが使用可能

Custom pipelineは 

Professionalでのみ使用可能

63
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https://help.multiomics.illumina.com/icm/

about/interactive-demos

Interactive Demoによる多様なアッセイの解析体験

For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures. 64

https://help.multiomics.illumina.com/icm/about/interactive-demos
https://help.multiomics.illumina.com/icm/about/interactive-demos
https://help.multiomics.illumina.com/icm/about/interactive-demos
https://help.multiomics.illumina.com/icm/about/interactive-demos


© 2026 Illumina, Inc. All rights reserved.

ICAトレーニングの
ご案内 4-3
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• イルミナではライブラリー調製、シーケンス、
データ解析についての有償トレーニングを
提供しています

• ご希望に合わせた内容、日程のトレーニング
の提供が可能です

https://jp.illumina.com/on-domain/t/ts-m-jp-00380.html

イルミナ提供トレーニング

66M-JP-00380For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
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